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区政運営方針のワークショップ 

 

 名古屋市では、16ある各区で毎年、区政運営方針を策定しています。その前段

階で区民のみなさんの声を聴いています。 

緑区では、みどりっちというとっても愛らしいキャラクターからその会議を「み

どりっちプラン会議」と呼んで区民の方々の交流、対話の場にしています。 

 

☆今年の参加者は 

 昨年も担当させていただいたこの会議、今年はなんと小学生からの参加となりま

した。子ども達は 2 グループに分かれるくらいの参加者数。小学生から大学生まで

が参加し、もちろん、大人と一緒に緑区の魅力について話し合いました。 

  

☆進め方は 

 ワールドカフェ方式で行いました。ただし、いきなり子どもと大人が語り合うという

のは子どもに負担がかかりすぎてしまいます。 

 そこで、子どもは子ども、大人は大人で話すことに慣れておき、その後で大人と子ど

もが同じテーブルをはさんで語り合います。3 ラウンドめには、また、別々になって、

それぞれのできること、こんなことしたいなぁについて話し合いました。 

 最後のハーベスト（共有）では、区長とのトークを行いました。区長のお人柄で和や

かにワールドカフェの締めくくりができました。 

 

☆参加した感想は 

・ 子ども達の発想を聞けて楽しかった。 

・ 大人とあまり話したことないけど、私達

の意見にアドバイスをくれてうれしかっ

た。 

・ 子どもだけで話すときと大人を交えて話

すのでは違うところがあり、新鮮だった。 

・ 緑区の観光大使、やります！ 

・ やっぱり、緑区は住みやすい。こういう交

流の場があるから。 

・ 自分と同世代の方の意見を聞く事が多い中

で、このような多世代交流は貴重でした。 

・ いろいろな立場、年齢の方と話ができて面

白かったです！こういう機会をもっと増や

してください。 

   など 

 

☆大人も子どもも、だんだんと打ち解けて、ファシリテートしている方にも話し合いが活発に

なっていくのが伝わってきました。みなさんの終わった後の充実したお顔が印象的でした。 

区長さんのステキなファシリテートにも感謝しています。 


